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研究成果の概要（和文）：本課題では二面市場における多対多マッチングを考える。各面には異なるスキルを持
った起業家が存在し、自らの事業の遂行のために他面に存在する補完的スキルを必要としている。補完的スキル
ネットワークはこのようなスキルとその補完的スキルの関係を記述したものである。独占的なプラットフォーム
がこれらの起業家にスキルをシェアするマッチを提供するときに、どのようなマッチングと差別的サブスクリプ
ション価格が利潤の点から最適になるかについて検討した。特に各起業家が自らのスキルを正しく申告し、プラ
ットフォームから提示されたマッチとサブスクリプション価格を受け入れることが唯一の均衡となるようなメカ
ニズムについて考察した。

研究成果の概要（英文）：This project formulates a model of many-to-many matching in a two-sided 
market.  Agents on each side of the market are entrepreneurs endowed with heterogeneous skills, and 
the completion of their project requires a complementary skill possibly possessed by agents on the 
other side of the market.  A complementary-skill network describes such a relationship between a 
skill and its complementary skills.  A monopolistic platform solicits private skill information from
 the agents and then determines a match assignment which allows members of the same match to share 
their skills.  Subscription is valuable to each agent if they are matched with any agent who 
possesses a complementary skill.  When the platform offers differentiated subscription prices, we 
identify incentive compatible mechanisms that make it uniquely optimal for each agent to accept the 
platform's offer.  We study the properties of such mechanisms in relation to the reciprocal property
 of the complementary skill network.

研究分野：ゲーム理論、メカニズムデザイン

キーワード： メカニズムデザイン　ランダムグラフ　プラットフォーム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
利用者にスキルのシェアを促すプラットフォームは現実社会において重要な役割を果たしているが、このような
プラットフォームについての分析は数少ない。本研究ではスキルとその補完的スキルを補完スキルネットワーク
という概念を持って表し、各起業家のスキルが確率的に実現するときに、この補完スキルネットワークが起業家
間の補完的なネットワークに変換されることを指摘した。またプラットフォームの利潤が補完スキルネットワー
クとどのような関係にあるかについて分析を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初はプレーヤーが他のプレーヤーに対する直接的な選好をもつ標準的なマッチング
モデルに準じたモデルを構築することを目的とした。すなわち各プレーヤーの各タイプは自ら
が好むプレーヤーとそうでないプレーヤーというような二分法の選好を持つ状況を考え、確率
的に実現するタイプのもとで出現するプレーヤー間のネットワークがランダムグラフに対応す
ることを利用して分析することを試みた。 
 
２．研究の目的 
研究の目的はプレーヤー間の選好関係が確率的に決定される状況において、それらのプレーヤ
ーを結び付けるマッチをプラットフォームがどのように構築し、どのようなサブスクリプショ
ン価格を設定することで自らの利潤を最大化できるかについて考察することである。特に外部
性の下で広く有効と認識されている divide and conquer の戦略がこのような状況下で有効なの
か、またどのように適用されるのかについて分析を行う。 
 
３．研究の方法 
純粋な理論研究であるため、研究はモデルの構築と分析、さらにはその含意の解釈という要素か
らなる。本研究の場合には特に percolation theorem として知られる確率論の結果がプレーヤ
ー間のネットワークの生起確率、およびプラットフォームの利潤についての主要な結果の導出
に大きな役割を果たしている。研究開始当初のプレーヤーが他のプレーヤーに対して選好を持
つという仮定は直接的ではあるが現実解釈が困難を伴うために、各プレーヤーは保有するスキ
ルによって特徴づけられ、それを補完するスキルに価値を見出すというように再解釈を試みた。 
 
４．研究成果 
以下にまずモデルの概要を示し、その後に主要な研究成果について記述する。二面市場の各面に
は起業家が存在する。各起業家は自らのプロジェクトを持つとともにある種のスキルを持って
いる。どのようなスキルを持つかは確率的に決まり、私的情報である。起業家が自らのプロジェ
クトを完遂すればある利得を得られるが、それには補完的なスキルを必要とする。そのような補
完的スキルは二面市場の他面に存在する起業家が保有している可能性がある。プラットフォー
ムはこのような市場において両面の起業家をマッチさせる役割を担う。マッチングは多対多で
あり、各起業家はもし自分のマッチした他の起業家の中に補完的なスキルを保有するものがあ
ればそのスキルにアクセスすることができ、その結果自らのプロジェクトを完遂させることが
できる。あるスキルが他のスキルの補完的スキルであるかどうかは「補完スキルネットワーク」
としてあらわされるが、各起業家のスキルが確率的に実現するためにある起業家にとっての補
完的スキルをどの起業家が保有しているかは確率的に決定される。これを「補完人的ネットワー
ク」と名付ける。プラットフォームは各起業家からそのスキルに関する情報を収集し、有償でマ
ッチを提供する。プラットフォームが自らの利潤を最大化するようなマッチの価格付けについ
て分析を行う。特に起業家が自らのスキルを正しく申告し、さらに提供されたマッチの価格を受
け入れることが唯一の合理的な行動となるようなメカニズムを uniquely enforceable として定
義し、そのようなメカニズムについて分析を行う。主要な成果は以下の通りである。 
（１） Uniquely enforceable であるような 2つのタイプのメカニズムを見出した。一つは単一
のマッチを生成するために single match mechanism と名付け、もう一つは複数のマッチ
を形成するために multiple match mechanism と名付ける。特に提示されたマッチを受諾
することが唯一の合理的な行動となるようなメカニズムの性質はプラットフォームによ
る上記 divide and conquer の戦略に基づいている。 

（２） どのようなスキルにも一定の数の補完スキルが存在するという条件の下でSingle match 
mechanismからプラットフォームが得る利潤は補完スキルネットワークの形態によらず一
定であることを示した。 

（３） マーケットのサイズ(起業家の数)および補完スキルネットワークを所与とするときに一
般に不完備情報のレント(余剰利得)が起業家に発生し、プラットフォームは完備情報の元
と同じ利潤を達成することができない。しかしマーケットのサイズが大きくなるにつれて
そのようなレントを任意に小さくするようなメカニズムが存在することを示した。特に
single match mechanism および multiple match mechanism がそのような意味で漸近的に
最適になるような補完スキルネットワークについての条件を見出した。 

これらの結論はネットワーク外部性、および二面市場の分析で類を見ない特色のあるものであ
り、大きな意義を有すると考えらえる。特に補完スキルネットワークの導入とその性質がプラッ
トフォームの利潤に与える影響についての分析は斬新である。結果は[1]としてまとめている途
中であり、近日中にディスカッションペーパーとして公刊する予定である。 
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